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6期生（4月入学） 5名

7期生（9月入学） 1名
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大城 萌香
先進理工学部 化学・生命化学科出身学科

竹井 翔洋
先進理工学部 応用物理学科出身学科

劉 安東
先進理工学部 電気・情報生命工学科出身学科

岡 弘樹
先進理工学部 応用化学科出身学科

葦苅 晟矢
商学部出身学部

山下 晶洸
先進理工学部 物理学科出身学科

深みも広がりも「面白い」から

純粋な興味を大事にする一方で視野を広く持つこと、そして自分の研究者としての立ち位置を明確にすることが大

切だと考えています。私は大学院生の頃から一貫して人間特有の情報処理様式である「学習」のメカニズムを数理モデ

ル化して解析し、様々な分野へ応用する研究を行っています。解析で主に使う道具は「統計学」と「情報幾何学」であり、

それが自分の研究者としての個性でありオリジナリティに繋がっていると思います。

私は学部と大学院で異なる研究室に配属され、学部時代には人工衛星からのリモートセンシングデータの解析を行っ

ていました。後になって、データの取得原理や処理の難しい点を知ることができ、良い機会だったと思うようになり

ました。異分野の知識や多様な経験は、すぐに全てが役に立つ訳ではなく、瞬間的には無駄になっているイメージが

あるかもしれません。しかし、自分の現在の仕事で詰まったときに異なるアプローチで問題を解決できたり、新しい

着想に至ったりと、その先の長いキャリアの中で必ず生きてきます。その経験・知識を「活かしたい」と思って仕事をす

ることが重要です。色々なことに興味を持ち、知識や経験を積み重ねることを「面白い」と思って幅を広げて下さい。

学生は「研究者」であり「専門家」

学生本人が面白いと思った問題を徹底的に深く考えることが大切だと考えており、また一人の研究者として、対等

な議論の相手として扱っています。もちろん経験や知識の量・レベルは差がありますので、その点はきちんとサポート

しますが、出来るだけ学生の主張・意図を汲み、自立性を重視しています。

また大学の重要な役割は、教育と研究、そして社会貢献だと考えています。社会貢献の中には、小中高生に向けた「ア

ウトリーチ」や企業に向けた「コンサルティング」などがあります。最近、企業がデータ解析に本腰を入れはじめ、共同

研究の依頼が増えてきています。データは「保有」するだけでなく「活用」することで武器となります。私の研究室の学

生には、「研究」ではなく社会貢献としてのコンサルティングの立ち位置を明確にした上で、専門家として共同研究に

参加してもらっています。多くの企業ではデータサイエンティストの育成が不十分なでの、学生の知識でも大いに役

に立ちます。また学生にとっても実社会で必要とされる技術や知識を勉強する良い機会になります。

「統計」のリテラシーを身につけよう

リーディングプログラムには、化学、電気電子、物理、生物と、様々な専門の学生が参加していますが、どの分野でも、

必ず何らかのデータを扱い、処理しています。確立されている計算手法やデータ処理ソフトなどを使用する場合でも、

そのロジックを最低限理解した上で使用することで、計算結果の解釈が違ってきます。それこそ、博士としての「深み」

の一つになるのではないでしょうか。

情報の分野は、ハードとソフトが相互に成長しあい、想像もしなかったような技術やロジックがどんどん増えてい

ます。私が学生時代に予測していたよりも遥かに早く、囲碁で機械が人に勝つ時代が到来しました。このような背景

の中、多人数で広い領域の技術の積み重ねと融合を目指すチーム型のプロジェクトが増えていますが、異分野の研究

者との共通言語は数学、特に「統計」です。エネルギー分野においては、データがまだまだ十分活用されていないこと

が課題の一つです。そこには、データの収集方法や、個人情報の保護、データ保有の安全な分散化など、様々な技術

課題・研究課題があります。「統計」を共通言語とし、人社系と理工系、大学と企業・官公庁ほか、多様な人材の協働に

よりこの課題が解決され、データの質・量が向上したときにこそ、エネルギー問題解決に向けた飛躍的進歩が可能にな

ると考えています。

先進理工学研究科 先進理工学専攻／電気・情報生命専攻 教

授。東京大学大学院工学系研究科博士課程修了。博士（工学）。

東京大学工学部助手、理化学研究所脳科学総合研究センター

研究員、早稲田大学理工学部助教授を経て、2005年より現職

村田 昇 教授

2017年5月27日（土）～ 28日（日）、本学本庄セミナーハウスにお

いて、先進理工学専攻の新入生（6期生）と教員・先輩学生の交流のた

め、新入生オリエンテーション合宿を実施しました。

新入生に加え、教員7名（朝日教授、村田教授、古川教授、多辺教授、

勝藤教授、関根教授、錦谷教授）と先輩学生3名（LD4年竹延君、LD4

年榎田君、LD2年諏訪君）が参加しました。新入生は自己研究紹介や

志望動機、今後の目標などを発表し、先輩学生からはおすすめの授業

紹介などがありました。先生方からは、研究、キャリアパス、学生時

代の話、失敗談、教訓など、個性あふれるお話とエールが送られました。
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Yukio FURUKAWA
自分の考えを大事に、自信をもって疑うこと

私の研究領域である構造化学は基礎分野であり、「基礎研究はすべての応用研究に通ず」を合言葉に、研究を進め

ています。小さくても新しい現象に気付き、論文にまとめられたときは嬉しいものです。さらに、その論文を読ん

だという研究者に出会えたときは、心の中でガッツポーズします。

年齢や身分に関わらず、真理を追究できるのが研究の良いところです。確かな知識やデータに基づいて得られた

見解であれば、臆することなく主張し、異なる意見を持つ研究者たちと議論を交わすことができます。私自身、博

士号を取得してから数年程経過した際に、まさにそのような状況に遭遇したことがあります。「導電性高分子のキャ

リアはポーラロンか、あるいはバイポーラロンか？」という議論でしたが、大御所の先生とは異なる私の見解を面

白いと思ったのか、米国化学会Journal of Physical ChemistryからFeature Articleの執筆を依頼されました。

当時、独り立ちしたばかりで駆け出しの研究者だった私には、研究者として自信をもつ良い経験となりました。

基礎研究者だからできること
2011年の東日本大震災で、エネルギー問題を強く意識するようになりました。なかでも、既存エネルギーの効

率利用や再生可能エネルギー以外でCO2削減に大きく貢献できる可能性のあるCCS（Carbon dioxide Capture 

and Storage：二酸化炭素回収貯留）技術に関心を持っています。ボイラーによる燃焼反応でエネルギーを得てい

る系においてCO2の排出量削減は至上命題であり、CCS技術の導入が進めば波及効果は大きいものになります。

基礎研究者でも研究を社会に直接的に還元できることがあるのではないかという思いで、企業や学内の複数分野の

研究者と共同で研究プロジェクトを立ち上げました。構造化学の視点から解析・評価を担い、CO2吸収液の開発を

進めています。基礎研究の立場から新技術の社会実装に挑戦していきます。

最後までやりきること
学生たちには、最後までやりきる経験をしてもらいたいと思っています。実験を進める途中で躓くことも多々あ

りますが、そのような状況でも、何とかして論文をまとめ上げた、という経験が大切です。また、物理化学分野の

慣習で、学生はチームを組むのではなく、各々研究テーマを持ちます。上級生の下で黙々と実験をこなす、という

のではなく、己の頭で考えて自分なりの見解をもって意見を発することができるようになってもらいたいと思いま

す。私とは異なる視点をもって、実験結果について議論できるようになってもらえれば、言うことないですね。

リーディングプログラムでは視野を広げるために多様な機会が用意されています。プログラムを受けて多様な視

点・知識を獲得した学生たちと議論することを楽しみにしています。

全力で研究に取り組もう
能力が全く同じであるならば、時間をかけた方がより多くの成果を得ることができます。大学で学ぶこと・経験

できることは多くありますが、大学でしかできないことを優先して選択してもらいたいですね。具体的には、研究

を徹底して突き詰めること。全力をかけて取り組んだときに、ポテンシャルが発揮され、更なる能力開発につなが

るものです。研究室で研究を突き詰め、専門性を深めた経験は、社会に出たときの自信につながっていくものだと

思います。

先進理工学研究科 先進理工学専攻／化学・生命化学専攻 教
授。東京大学大学院理学系研究科化学専攻博士課程中途退学。
東北大学薬学部助手、東京大学理学部助手を経て理学博士取
得。1990年東京大学理学部講師、1992年同助教授、1997年か
ら早稲田大学理工学部教授、現在に至る。2014年からIAESTE 
JAPAN理事、2018年5月から日本分光学会会長。

古川 行夫 教授

7期生5名
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金子 奈々恵
電気・情報生命工学出身学科

稲田 萌花
生命医科出身学科

堀井 俊平
生命医科出身学科

張 堃
生命医科出身学科

川上 慧
応用化学出身学科

入試説明会を不定期で開催しています。専攻ホームページをご確認ください。
また、学生インタビュー動画で、学生の声を紹介しています。是非ご覧ください。

2018年4月26日（木）、西早稲田キャ
ンパス内において新入生による自己紹
介・交流会を開催しました。当日は、
先進理工学専攻の教員3名と先輩学生
17名も出席し、新入生からの研究紹
介や今後の目標などに対して鋭い質問
を投げかけていました。

8期生の募集 2018年度新入生自己紹介・交流会

出願期間 試験日 発表日

2018年12月17日（月）
～ 2019年1月7日（月）

2019年1月26日（土） 2019年2月1日（金）

■2019年4月入学希望者向け先進理工学専攻入試情報
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